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静
か
な
自
然

に
囲
ま
れ
た
風

情
あ
る
夏
の

夜
、
暗
闇
に
浮

か
ぶ
幻
想
的
な
ホ
タ
ル
の
光

を
眺
め
る
と
心
が
癒
さ
れ

る
。

　

人
は
特
定
の
「
ゆ
ら
ぎ
」

に
対
し
て
癒
し
を
感
じ
る
と

い
う
研
究
が
あ
る
。「
１
／

ｆ
の
ゆ
ら
ぎ
」
と
い
う
そ
う

だ
。「
１
／
ｆ
の
ゆ
ら
ぎ
」

の
歌
声
と
い
う
触
れ
込
み
が

音
楽
業
界
で
流
行
っ
た
こ
と

が
あ
る
が
、
ホ
タ
ル
の
発
光

も
こ
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
に
沿
っ

て
い
る
ら
し
い
。
そ
よ
風
、

川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
潮
騒
な
ど

自
然
に
存
在
す
る
心
地
よ
い

と
感
じ
る
も
の
に
は
こ
の
ゆ

ら
ぎ
が
見
ら
れ
る
そ
う
だ
。

　

ホ
タ
ル
の
発
光
パ
タ
ー
ン

を
解
析
し
、
癒
し
空
間
を
提

供
で
き
る
と
し
て
、
バ
ー
チ

ャ
ル
ホ
タ
ル
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
が
開
発
さ
れ

た
。「
１
／
ｆ
の
ゆ
ら
ぎ
」

の
効
果
は
、
研
究
途
中
と
の

こ
と
だ
が
、
解
明
さ
れ
れ
ば

ス
ト
レ
ス
社
会
の
緩
和
に
繋

が
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

医
療
の
世
界
で
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ

や
Ａ
Ｉ
の
活
用
で
「
見
守
り

セ
ン
サ
ー
（
介
護
）」「
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
」
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
医
療
者
に

よ
る
癒
し
効
果
を
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。 

（
Ｙ
）

　次号８月５日付は同15日付
と合併して発行し、８月10日
頃に届けます。
　協会は13～16日まで夏季休
務となります。

お知らせ

国
会
発
議
の
日
か
ら
数
ヵ
月

前
に
は
、
優
良
な
広
告
枠
を

す
べ
て
買
い
切
っ
て
お
く
こ

と
が
出
来
る
。
も
し
発
議
が

延
び
て
も
、
電
通
な
ら
ば
す

ぐ
に
他
の
広
告
主
で
穴
埋
め

出
来
る
か
ら
問
題
は
起
き
な

い
。
護
憲
派
が
国
会
発
議
後

に
Ｃ
Ｍ
を
打
と
う
と
し
て

も
、
視
聴
率
が
低
い
深
夜
枠

し
か
空
き
が
な
い
、
と
い
う

状
況
に
陥
る
だ
ろ
う
。

 

（
つ
づ
く
）

す
れ
ば
、
視
聴
率
が
高
い
時

間
帯
の
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
枠
を
優

先
的
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
り
、
さ
ら
に
他
の
媒
体

の
広
告
枠
も
、
軒
並
み
事
前

に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
な
の

だ
。
改
憲
派
は
、
想
定
す
る

界
２
位
の
博
報
堂
（
１
兆
２

千
億
円
）
を
遙
か
に
凌
駕
す

る
。
そ
し
て
大
事
な
の
は
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
・

雑
誌
の
４
媒
体
す
べ
て
で
売

り
上
げ
シ
ェ
ア
が
１
位
で
あ

り
、
特
に
国
民
投
票
で
影
響

あ
る
こ
と
が
改
憲
派
の
最
大

の
強
み
と
な
る
。
電
通
と
自

民
党
と
の
つ
き
合
い
は
１
９

５
０
年
代
か
ら
で
あ
り
、
自

民
党
の
広
告
宣
伝
は
一
貫
し

て
同
社
が
担
当
し
て
き
た
。

だ
か
ら
自
民
党
が
中
心
と
な

る
。
改
憲
派
の
中
心
で
あ
る

自
民
党
の
17
年
度
の
政
党
交

付
金
は
１
７
６
億
円
で
、
経

団
連
等
の
大
企
業
と
太
い
パ

イ
プ
が
あ
り
、
短
期
間
で
巨

額
の
資
金
を
集
め
る
こ
と
が

で
き
る
。
ま
た
、
政
党
交
付

金
総
額
３
１
７
億
円
の
う

ち
、
実
に
７
割
近
く
の
２
２

６
億
円
が
改
憲
派
政
党
に
支

払
わ
れ
て
い
る
。
当
然
、
こ

の
う
ち
の
何
割
か
は
広
告
宣

が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
テ

レ
ビ
に
お
い
て
35
％
と
い
う

高
い
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
る

こ
と
だ
。

　

つ
ま
り
、
改
憲
派
が
巨
額

の
資
金
を
電
通
に
託
し
さ
え

る
国
民
投
票
関
連
の
広
告
宣

伝
も
、
す
べ
て
電
通
が
担
当

す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
の
電
通
の
17
年
度
総
売

上
高
（
海
外
含
む
連
結
）
は

５
兆
２
千
億
円
で
、
広
告
業

　

前
回
は
、
国
民
投
票
法
に

お
け
る
最
大
の
問
題
点
は
、

広
告
規
制
が
殆
ど
無
い
こ
と

だ
と
解
説
し
た
。
広
告
規
制

が
な
け
れ
ば
、
資
金
力
が
あ

る
方
が
広
告
代
理
店
を
通
じ

て
あ
ら
ゆ
る
メ
デ
ィ
ア
の
広

告
枠
を
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
し
て
、
そ
の
資
金
力
が

豊
富
な
の
は
改
憲
派
で
あ
る

こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い

伝
戦
に
使
わ
れ
る
。

　

だ
が
、
実
は
脅
威
は
金
額

だ
け
で
は
な
い
。
そ
の
潤
沢

な
資
金
を
運
用
す
る
の
が
、

単
独
で
は
世
界
最
大
の
広
告

代
理
店
で
あ
る
「
電
通
」
で

資
金
力
で
広
告
枠
を
独
占

本
間 

龍
（
作
家
）

巨
大
広
告
代
理
店
に
操
作
さ
れ
る

改
憲
国
民
投
票

改
憲
国
民
投
票
②

２
０
１
８

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
日本の予防歯科政策の課題日本の予防歯科政策の課題

　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

医
療
・
社
会
保
障
制
度
の
問

題
や
様
々
な
時
事
問
題
な
ど

を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
、
参

加
し
た
先
生
方
と
一
緒
に
学

び
、
今
後
の
歯
科
医
療
制
度

や
日
本
の
未
来
に
つ
い
て
、

お
互
い
の
意
見
を
交
流
出
来

た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
予
防
歯
科
政
策

を
専
門
に
研
究
し
て
お
ら
れ

る
東
京
医
科
歯
科
大
学
助
教

の
安
達
奈
穂
子
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、
日
本
の
予
防
歯

科
の
政
策
的
課
題
と
歯
科
医

療
の
未
来
を
考
え
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

医
療
で
大
切
な
こ
と
は
、

病
や
ケ
ガ
を
予
防
す
る
こ
と

だ
と
誰
も
が
同
意
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
特

に
歯
科
に
お
け
る
予
防
の
重

要
性
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
の
医

療
に
お
け
る
予
防
へ
の
取
り

組
み
は
、
十
分
だ
と
は
言
え

な
い
現
状
が
あ
り
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
日
本
の
医
療
保
険
制

度
は
原
則
疾
病
保
険
で
す

が
、
自
治
体
の
公
衆
衛
生
の

取
り
組
み
を
見
て
も
そ
の
不

十
分
さ
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

安
達
氏
に
は
、
予
防
の
そ

も
そ
も
論
か
ら
、
日
本
の
予

防
歯
科
政
策
の
課
題
、
今
後

の
歯
科
医
療
の
在
り
方
な
ど

を
自
由
に
お
話
し
い
た
だ
こ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
多
く
の
先
生
、
ス
タ
ッ

フ
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】
８
月
26
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
３
時

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

【
定
員
】
１
０
０
人

【
参
加
費
】
会
員
・
ス
タ
ッ

フ
無
料

【
申
し
込
み
】
協
会
事
務
局

（
06
―
６
５
６
８
―
７
７
３

１
）

８
月
26
日（
日
）午
後
１
時
〜
・
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

江
原
豊
政
策
部
長
の
呼
び
か
け

　

協
会
は
８
月
26
日
、「
日
本
の
予
防
歯
科
政
策
の
課

題
」
を
テ
ー
マ
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
す
る
。
講
師
は
、
予
防
歯
科
政
策
が
専
門
の
安
達
奈

穂
子
氏
（
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科
口
腔

疾
患
予
防
分
野
助
教
）。
協
会
は
会
員
、
ス
タ
ッ
フ
ら
の

多
く
の
参
加
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

電通　５兆２千億円
（連結）

博報堂　１兆２千億円
フジテレビ　6400億円

朝日新聞社　4700億円

TBS　3500億円

日テレ　3400億円

テレ朝　2600億円

ADK　3400億円

電通とメディア各社の
売り上げ高

担
上
限
額
が
従
来
の
１
万
４

０
０
０
円
か
ら
１
万
８
０
０

０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
「
現
役
並
み
」

で
の
個
人
の
外
来
月
額
負
担

は
５
万
７
６
０
０
円
上
限
で

あ
り
、
制
度
改
悪
に
よ
り
年

収
に
よ
っ
て
２
〜
３
倍
の
負

担
増
と
な
る
。

で
は
、
70
歳
未
満
の
同
所
得

区
分
と
同
様
の
負
担
と
な

る
。ま
た
、「
一
般
」
で
は
、外

来
に
お
け
る
個
人
の
月
額
負

額
上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
。所
得
区
分
「
現
役
並
み
」

　

８
月
１
日
か
ら
70
歳
以
上

の
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の
月

　

協
会
は
「
在
宅
療
養
支
援
歯
科
診
療
所
」
の
施
設
基
準
に

係
る
研
修
会
を
９
月
15
日
に
開
く
。
同
研
修
は
「
か
強
診
」

の
一
部
要
件
に
も
対
応
す
る
（
該
当
す
る
要
件
の
詳
細
は
３

面
行
事
案
内
）。

【
日
時
】
９
月
15
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
８
時

【
講
師
】 

足
立
了
平
氏
（
神
戸
常
盤
大
学
短
期
大
学
部
口
腔

保
健
学
科
教
授
）

【
会
場
】
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

【
会
費
】
３
千
円

【
定
員
】
１
０
０
人

【
内
容
】 

①
高
齢
者
の
心
身
の
特
性
（
認
知
症
に
関
す
る
内

容
を
含
む
）、
口
腔
機
能
の
管
理
、
緊
急
時
の
対

応
②
歯
科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資
す
る
継
続
的

管
理
（
口
腔
機
能
管
理
を
含
む
）

会
員
限
定

「
歯
援
診
」の
施
設
基
準
研
修
会

「
か
強
診
」の
一
部
要
件
に
も
対
応

講
師安

あ

達
だち

　奈
な

穂
お

子
こ

　歯科衛生士、東京医科歯科大学
医歯学総合研究科口腔疾患予防分
野助教。千葉県出身。東京大学大
学院医学系研究科社会医学専攻修
了（博士（医学））。

70
歳
以
上
の
窓
口
負
担
上
限
が
変
更

８
月
か
ら
大
幅
引
き
上
げ

70歳以上の窓口負担上限額の変更内容

高齢受給者・後期高齢者（70歳以上） 2018年８月診療分から

標準報酬月額
（健保）

年間所得
（国保）

レセプト
単位 レセプト単位

現
役
並
み

83万円以上 901万円超

57,600円

➡

252,600円＋（医療費－842,000円）×１％

53～79万円 600～901万円 167,400円＋（医療費－558,000円）×１％

28～50万円 210～600万円 80,100円＋（医療費－267,000円）×１％

一
般 26万円以下 210万円以下 14,000円 18,000円　※年間144,000円上限（償還払い）

低
所
得
者

Ⅱ　低所得者（住民税非課税者）

8,000円 8,000円Ⅰ　低所得者
　　（年金収入80万円以下など）

予防へのパラダイムシフト


